
2022年度 (令和4年度) 公益社団法人肝属郡医師会事業報告

１ はじめに

今日の社会経済情勢は、政府が公表した令和4年度の経済動向によると、日本経済はコロナ禍からの社会経済活動

の正常化が進みつつある中、緩やかな持ち直しが続いているが、その一方で､世界的なエネルギー・食料価格の高騰や

欧米各国の金融引き締め等による世界的な景気後退懸念など､我が国経済を取り巻く環境は、厳しさを増しているとさ

れており、依然として経済の回復は厳しい状況にある。令和2年当初に発生した新型コロナウイルス感染症は令和４

年度も全国的に拡大し、医療機関等はその対応策に追われ、この感染症の影響により、地域経済及び医療機関の経営

環境は厳しい状況となっている。

一方、医療を取り巻く社会環境は、急速に進展する少子高齢化や人口減少など多くの課題を抱えており、特に地域

においては、医師不足、医師の診療科・地域偏在、看護師不足等の課題は山積しており、当医師会管内の医療機関の

運営は厳しい状況にある。

当医師会においても、会員は平成25年度の新公益法人移行時の38名（A会員15名、B会員23名）が、令和４

年度末には3１名（A会員12名、B会員18名、C会員1名）と7名減少してきており、当医師会管内の地域医療の

確保及び各医療機関の経営環境は厳しい状況にある。

こうした状況の中で、2022年度（令和4年度）は、南隅地区の肝属郡医師会立病院の再整備については、行政（錦

江町、南大隅町）と連携した協議の場（南隅地域のための医療介護の姿検討委員会、肝属郡医師会立病院再整備基本

計画策定員会）を設置して検討・協議が進められ、行政の策定した肝属郡医師会立病院再整備基本計画（病床規模

は 132床で整備し、今後の人口減少等を勘案しながら段階的に規模縮小して対応する）について、当医師会の

令和３年度の理事会及び臨時総会において、再整備事業は当医師会が実施主体として事業を進めることで承認さ

れたことから、令和4年度は、当医師会において、この基本計画に基づき肝属郡医師会立病院再整備基本設計業務

委託を発注し、令和5年3月末に再整備基本設計が完了したところである。今後はこの肝属郡医師会立病院再整備基

本設計について、錦江町及び南大隅町の２町の行政の議会承認等を経て、肝属郡医師会立病院再整備事業実施

設計を発注し、肝属郡医師会立病院の建設に向けた再整備事業を進める予定である。

また、垂水地区においては、前年度に引き続き垂水市の委託を受け、垂水中央病院において在宅医療･介護連携推進

事業に取り組み、地域における医療・介護関係者との在宅医療の連携・推進を図ったところである。

当医師会が平成29年3月に運営を開始した垂水市が支援する訪問看護ステーションについては、収支均衡のとれ

た運営体制の確保に取り組んでいるところであるが、令和4年度も新型コロナウイルス感染症の影響等を受けたもの

の、訪問看護患者数の確保及び運営経費の縮減に努めた結果、令和4年度は令和2年度及び3年度に引き続き黒字化

を達成した。 引き続き垂水中央病院及び会員医療機関との連携を強化し､収支均衡のとれた事業運営を図ることとし

ている。

当医師会は、公益法人制度改革により平成25年4月1日から特例民法法人としての社団法人から公益社団法人へ

移行して10年を経過し、令和4年度は、当医師会が運営する8事業（病院運営事業2、老健運営事業2，居宅運営事

業2、訪問看護ST事業、医師会運営事業）において、公益目的事業の充実と、その他・収益事業（患者外(職員)給食

運営事業、保育所運営事業、室料差額料等）の収支改善を図り、法人税の非課税組織として適正な法人・施設運営に

努め、公益法人としての基盤の確立を図ったところである。

今日の医療をとりまく環境は，あらゆる分野において難問・難題が山積しており，当医師会としても諸問題の解決

のため，役員・会員が一致結束して連携を図り，共通認識を持って，医師会事業，各病院・施設の健全な事業運営を

図ると共に，医師会活動に積極的に参画して地域の医療の確保を図っていく必要がある。

２ 公益法人の運営

当医師会は、令和4年度は新型コロナウイルス感染症対策のほか、前年度に引き続き公益法人制度に適した関係

規程等の整備を行い、公益法人会計基準に基づく会計処理、事務手続き等について管理者等決裁や証拠書類の整備な

ど充実を図り、公益法人としての適正な法人・施設運営に努め、その基盤の確立を図ったところである。

当医師会が実施している病院・施設における患者外（職員等）給食運営事業、保育所運営事業及び病院・施設の室

料差額料は、公益法人会計においては、その他・収益事業に位置づけられ、その他・収益事業会計の利益の50％以

上を公益目的事業に繰り入れ、公益目的事業の充実を図ることされている。当医師会においては職員給食・保育所運

営事業の黒字化は厳しい状況にあるが、病院・施設の室料差額料等の収益の確保に努めた結果、令和4年度決算で

は、その他・収益事業を実施する全事業所において黒字化を達成し、その利益額の50％を公益目的事業に繰入れた

ところである。



今後とも、その他･収益事業の更なる収支改善を図り、公益目的事業への繰入により、経営の安定化を図ることと

している。

会員、病院長、施設長、職員等においては、法人税の非課税組織としての公益目的事業を実施する公益法人の運営

について、更なる理解と協力をお願いしたい。

3 会員の動向

会員の動向については、令和4年度は,年度当初は34名（Ａ会員12名、B会員21名、C会員1名）でスタートし

たが、年度途中での入会はなくB会員3名が退会し、令和4年度末現在では31名（A会員12名、B会員18名、C
会員1名）となった。

また、令和5年3月31日付けで退会されたB会員が1名、令和5年4月1日付けで入会されたB会員が1名で、

令和5年度当初では31名（A会員12名、B会員18名、C会員1名）となった。

４ 医師会活動

理事会は毎月定例の12回と11月14日に臨時理事会1回の計13回開催した。会議では､肝属郡医師会立病院の再

整備関係議案等の審議、予算・決算、事業計画（報告）の審議の他、各施設の運営や規程整備などをはじめ地域にお

ける医師会活動などの協議を行った。11月の臨時理事会においては、肝属郡医師会立病院の再整備基本設計業務委託

契約案について審議を行った。

総会は、令和4年4月25日に臨時総会を開催し、鹿児島県医師会代議員及び予備代議員の選挙を行い、再任され

た。また報告事項として、令和4年度事業計画及び当初予算の審議を行った。

令和4年5月31日に定例総会を開催し、令和3年度決算案及び事業報告の審議を行い承認された。また肝属郡医

師会の役員選挙を行い、全員再任された。

特定健診・保健指導事業については、会員の理解と協力を得て円滑に実施された。

生涯教育の推進については、4医師会持ち回りで学術講演会が定期的に開催され、令和4年度は32回開催され当

医師会会員も多数参加した。その他、県医師会等が主催する会議・研修会等をテレビ会議で垂水中央病院に令和5年
3月中旬まで23回中継し、新型コロナウイルス感染症関係会議・説明会、医療安全講習会、かかりつけ医研修会、産

業医研修会等を開催するなど医療従事者の質の向上を図った。

地域の医療保健福祉に関する医師会活動としては、地域住民健診や在宅当番医、介護保険認定審査会委員並びに各

種委員会への活動参加、総合防災訓練における救急救護訓練・救急講演会など、地域住民の間に浸透する医師会活動

等を行なった。

また、垂水地区では､毎月１回垂水医師班例会を開催したほか、医師班例会の後に垂水市立医療センター運営委員会

を開催し、行政との新型コロナウイルス感染症等の情報の連携、病院・施設運営について協議を行った。南隅地区に

おいても、定期的に運営委員会を開催しているが、令和4年度は2回開催し、新型コロナウイルス感染症等の情報の

連携、行政との病院の移転建て替え協議の進捗状況、病院・施設運営等について協議を行い、会員が情報を共有して

地域医療の円滑な推進を図ったところである。

郡医師会においては，地域の医療の確保を図るため，郡医師会が経営する各病院・施設において，会員の連携強化

を図り，院長，施設長をはじめ各病院・施設の職員が健全経営を目指して努力され，一定の成果が上がっているとこ

ろであり，会員の先生方を初め各病院・施設の職員の労苦に対し感謝する次第である。

５ 公益社団法人肝属郡医師会運営事業の令和4年度決算概要

肝属郡医師会は、公益法人として公益法人会計基準に基づく会計処理により決算整理を行った。医師会運営事業の

令和4年度の決算概要は次の通り

(1) 医師会事務局運営事業

（1一般正味財産増減の部）

1 経常収益25,320,145円
（公益目的事業会計15,928,479円、その他・収益事業等会計321,720円、法人会計(管理費)9,069,946円）

事業収入は、会費、補助金（救急輪番制補助金・在宅当番補助金）、受託金、各施設からの負担金が主な収入で

あるが、特に医師会が錦江町・南大隅町から委託を受けて実施する特定健診の保健予防活動受託金は11,281,479
円を収益で受け入れた。



2 経常費用26,081,038円
（公益目的事業会計15,942,368円、その他・収益事業等会計309,997円、法人会計(管理費)9,828,673円）

事業に要する費用は、総会・理事会経費、事務局職員人件費、在宅当番・救急輪番制の医師の報酬、特定健診

の検査委託費、医師会報印刷費，救急医療訓練事業費等の経費を支出した。

③ 公益目的事業の収支相償及び公益目的事業比率

医師会運営事業の公益法人の認定要件となっている公益目的事業の収支相償については、経常収益

15,928,479円、経常費用15,942,368円で当期経常増減額▲13,889円の赤字決算となったが、当期に発生した経

常外収支はなく、その他･収益事業等会計から繰り入れた他会計振替額5,832円を合算した当期一般正味財産増

減額は▲8,057円の赤字決算となった。赤字額については、前年度の剰余金から充当することとしている。

また、公益目的事業比率については、公益目的事業会計の事業費（15,942,368円）が医師会運営事業費合計

（26,081,038円）の61.1％となっており、認定基準の50％以上を達成している。

その他・収益事業は、会員へのカルテ販売等について、事業経常収益321,720円、経常費用309,997円で当期

経常増減額11,723円の黒字決算となったが、黒字額については公益法人会計基準に基づき利益額の50％(5,832
円)を公益目的事業に繰り入れ、次年度の医師会事務局運営経費に充当する計画である。

(Ⅱ指定正味財産増減の部）

指定正味財産増減の部は、令和4年4月1日に施設負担金で整備・更新稼働した公益法人会計システム資産の

令和4年度に発生した減価償却費相当額1,449,000円を､公益法人会計基準に基づき一般正味財産へ振り替え計

上した。

(2) 医師会運営事業全体（病院２，老健２、居宅２，訪問看護ST１、事務局：計８事業）

（ⅰ医師会事務局運営事業、ⅱ垂水市立医療センター垂水中央病院運営事業、ⅲ介護老人保健施設コスモス苑運

営事業、ⅳ居宅介護支援事業所コスモス苑、ⅴ肝属郡医師会立病院運営事業、ⅵ介護老人保健施設みなみかぜ

運営事業、ⅶ居宅介護支援事業所みなみかぜ運営事業、ⅷ肝属郡医師会立訪問看護ステーション運営事業）

（1一般正味財産増減の部）

1 経常収益5,446,587,130円
（公益目的事業会計5,379,156,337円、その他・収益事業等会計58,360,847円、法人会計(管理費)9,069,946円）

主な事業収入として、各病院・施設の診療報酬・介護報酬収入、垂水市交付金・受託金収入、補助金等を収入

で受け入れた。

なお、これまで指定正味財産に計上した各種補助金からの支出額は、公益法人会計基準に基づき､受取補助金振

替額で計上した。

2 経常費用5,491,467,758円
（公益目的事業会計5,438,784,253円、その他・収益事業等会計39,160,030円、法人会計(管理費)13,523,475円）

主な事業に要する経費として、各病院・施設の人件費、材料費、業務委託料、運営経費等を費用で支出した。

また、訪問看護ステーション・病院・施設において、補助金により購入した指定正味財産の令和4年度に発生

した減価償却費（272,318,929円）については、公益法人会計基準に基づき、一般正味財産へ振替計上した。

3 公益目的事業の収支相償及び公益目的事業比率

医師会が実施する8事業全体の運営における公益法人の認定要件となっている公益目的事業の収支相償につ

いては、医師会全体の公益目的事業の経常収益5,379,156,337円、経常費用5,438,784,253円で当期経常増減額

が▲59,627,916円の赤字決算となったが、当期に発生した経常外増減額（123,714円）とその他･収益事業等会

計の他会計振替額（9,552,071円）を繰入れ、当期一般正味財産増減額は▲49,952,131円の赤字決算で、収支相

償の要件は達成した。

この当期一般正味財産増減額▲49,952,131円の赤字額については、公益法人移行前の一般正味財産を取り崩し、

病院・施設の運営費の不足額に充当することにしている。

医師会全体としては、前年度までの剰余金で補填するが、今年度赤字決算となった施設等においては、業務改

善を図り、収支均衡のとれた施設運営を図ることとする。

また、公益目的事業比率については、公益目的事業の事業費（5,438,784,253円）が医師会運営事業費合計

（5,491,467,758円）の99.0％となっており、認定基準の50％以上を達成している。

その他・収益事業については、保育所運営事業、患者外（職員）給食事業、室料差額料、会員へのカルテ販売



事業等が主な事業で、経常収益58,360,847円、経常費用39,160,030円で当期経常増減額が19,200,817円で黒

字を計上し、また、当期に発生した経常外収支はなく、当期の利益額は19,200,817円の黒字決算となったので、

公益法人会計基準に基づき利益額の50％(9,552,071円)を公益目的事業会計に繰り入れた。

また、法人会計（管理費）については、収益の財源がなく公益法人移行当初から赤字運営となっていることか

ら、平成30年度から公益法人会計基準に基づき、その他・収益事業等会計から公益目的事業会計への振替後の

残額から当年度の赤字額の範囲内で振り替えることとし、令和４年度は、医師会全体で2,680,000円を法人会計

（管理費）へ繰り入れた。

その他・収益事業会計においては、当期経常増減額が前年度より医師会全体で約▲484千円の減額となった。

これにより、その他・収益事業から公益目的事業への繰入額も前年度より約▲247千円の減額となった。

（Ⅱ指定正味財産増減の部）

指定正味財産増減の部は、令和4年度に公益法人会計基準に基づき各病院・施設で受け入れた新型コロナウイル

ス感染症関係補助金の受取補助金562,692,890円と、令和4年度にこれまでの各種補助金の指定正味財産から支出

した一般正味財産への振替額は272,318,929円で、当期指定正味財産増減額は290,373,961円となった。

(3) 医師会運営の事務局・各病院・施設の令和4年度決算の各事業の一般正味財産の部の当期経常増減額及び各事業

合算の他会計振替後の当期一般正味財産増減額は、以下の通り。

肝属郡医師会（事務局）運営事業の当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲13,889円、その他・収益事業等

会計で11,723円、法人会計(管理費)で▲758,727円、計▲760,893円の赤字決算で、当期に発生した経常外増減

額はなく、当期一般正味財産増減額は▲760,893円の赤字決算となった。前年度の剰余金(210,590円)及び公益法

人移行前の一般正味財産を取り崩し充当することとし、今後は、収支改善を図り収支均衡のとれた施設運営に努

めることとしている。

肝属郡医師会立病院の当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲45,042,743円、その他・収益事業等会計で

7,568,554円、法人会計（管理費）で▲539,101円、計▲38,013,290円の赤字決算で、当期に発生した経常外増

減額（▲19,045円）を合算した当期一般正味財産増減額は▲38,032,344円の赤字決算となった。

なお、当期一般正味財産増減額▲38,032,344円の赤字額については、公益法人移行前の一般正味財産を取り崩

し充当することとし、今後は、収支改善を図り収支均衡のとれた施設運営に努めることとしている。

垂水中央病院の当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲8,172,786円、その他・収益事業等会計

10,266,216円、法人会計（管理費）で▲2,093,427円、計 3円の黒字決算で、当期に発生した経常外増減額

（▲3円）を合算した当期一般正味財産増減額は±0円決算となった。

老健みなみかぜの当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲5,465,058円、その他・収益事業等会計で398,316
円、法人会計（管理費）で▲112,167円、計▲5,178,909円で、当期に発生した経常外増減額（▲3円）を合算し

た当期一般正味財産増減額は▲5,178,912円の赤字決算となった。

なお、当期一般正味財産増減額▲5,178,912円の赤字額については、公益法人移行前の一般正味財産を取り崩

し充当することとし、今後は、収支改善を図り収支均衡のとれた施設運営に努めることとしている。

老健コスモス苑の当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲84,241円、その他・収益事業等会計で956,008
円、法人会計（管理費）で▲871,767円、計 ±0円で、当期に発生した経常外増減額はなく、当期一般正味財産

増減額は±0円決算となった。

指定居宅みなみかぜの当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲2,663,406円、その他・収益事業等会計はな

く、法人会計（管理費）で▲4,409円、計▲2,667,815円の赤字決算で、当期に発生した経常外増減額はなく、当

期一般正味財産増減額は▲2,667,815円の赤字決算となった。

なお、当期一般正味財産増減額▲2,667,815円の赤字額については、肝属郡医師会立病院及び老健みなみかぜ

からの借入金から充当することとしているが、今後は、収支改善を図り収支均衡のとれた施設運営に努めること

としている。

指定居宅コスモス苑の当期経常増減額は、公益目的事業会計で▲106,734円、その他・収益事業等会計はなし、



法人会計（管理費）で▲7,221計▲113,955円の赤字決算で、当期に発生した経常外増減額はなく、当期一般正

味財産増減額は▲113,955円の赤字決算となった。

なお、当期一般正味財産増減額▲113,955円の赤字額については、公益法人移行前の一般正味財産を取り崩し

充当することとし、今後は、収支改善を図り収支均衡のとれた施設運営に努めることとしている。

訪問看護ステーション運営事業の当期経常増減額は、公益目的事業会計で1,920,941円、その他・収益事業等

会計はなし、法人会計（管理費）で▲66,710円、計1,854,231円の黒字決算で、当期に発生した経常外増減額

（142,774円）を合算した、当期一般正味財産増減額は1,997,005円の黒字決算となった。

なお、当期一般正味財産増減額1,997,005円の黒字額については、次年度の事業運営費に充当することにして

いる、

肝属郡医師会運営事業（8事業）全体の当期経常増減額では、公益目的事業会計で▲59,627,916円、その他・

収益事業等会計で19,200,817円、法人会計（管理費）で▲4,453,529円、計▲44,880,628円の赤字決算で、当期

に発生した経常外増減額（123,714円）を合算した当期一般正味財産増減額では▲44,756,914円の赤字決算とな

った。

６ 終わりに

当医師会は、特例民法法人から新公益法人へ移行してから10年を経過し、法人税の非課税組織としての職員の意

識改革を含め、新公益法人会計基準に基づく適正な会計処理の確立及び財務3基準、特に収支相償の達成に向けて取

り組み、運営体制の充実を図り、着実に成果が上がってきているところである。

また、当医師会が運営する各施設においても、新型コロナウイルス感染症対策に追われる中で、院長・施設長、職

員が一体となり、医師不足等の影響を受けながらも最大限の努力を尽くされ、経営の安定化に向けて取り組まれてい

ることに、感謝の念に堪えない。

各会員は、これまで以上に相互間の連携を深め、医師会運営事業や医師会運営の各病院・施設が健全な運営ができ

るよう積極的な取り組みをお願いする。

今後とも、新型コロナウイルス感染症の影響が残り、その対策で厳しい医療情勢となることが予想されるが、医師

会職員は、地域住民にとっては地域の中核施設である医師会運営の病院・施設に勤務していることに使命感を持って、

更なる運営体制の充実に向けて、今まで以上の経営の工夫と努力をお願いしたい。


